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空間的エラー隠蔽(Spatial EC： SEC)の２つに分類して行っている。本論文では、これらの TEC と
SEC に関して新しい手法を提案している。 












第１章“Introduction” [序論]は、動画圧縮基準 H.264/AVC に基づく画像符号化技術と、エラー環
境下で画像伝送する際に現在までに提案されてきたエラー耐性技術について紹介している。 
第２章“Temporal Error Concealment ” [時間的エラー隠蔽]では、H.264/AVC デコーダを対象と
して、時間的エラー隠蔽の新しいアルゴリズムを提案している。時間的エラー隠蔽問題での主な課
題は、データ欠損が起こったときに、時間的に１つ前のフレームの情報を利用して、動きベクトル
(Motion Vector: MV)をできるだけ正確に修復することである。Thaipanichi はデータ欠損が起こっ
た領域の境界に着目し、前のフレームとの差分に注目してデータの修復を図るという OBMA(Outer 
Boundary Match Algorithm)手法を提案したが、動きベクトルが正確に修復できないという問題が
あった（IEEE  CE2008）。Wang Lei はフレーム内の境界の画素差を直交方向だけではなく、45
度方向をも考慮すること（DSTBMA：Directional Spatial Temporal BMA)や、探索を３段階に分
けて行うこと（TSS：Three Step Search),ブロックを細かいサブブロックに分けて修復する方法
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（VBSEC：Variable Block Size EC)を提案したが( IEICE Trans. 2008) 、精度と計算量に課題があ
った。本論文では、動きベクトルの修復に辺微分法(Side Derivative Method：SD)を考案し、高速
な探索のためにダイヤモンドサーチ法（Diamond Search: DS）を導入している。OBMA では前フ
レームとの差分値によりデータ修復を行っていたが、辺微分法は微分値を採用することで、境界の
データの平滑化を可能とし、また動きベクトルをダイヤモンドサーチで探索することで、高精度な
動きベクトルを高速に得ることを可能としている。OBMA に SD と DS を加えた手法と Thaipanich
が提案した方法（IEEE  CE2008）とを実験し比較したところ、PSNR(Peak Signal Noise Ratio)
値は約１dB 改善し、計算時間は約 40%削減する結果が得られている。提案する手法（SD＋DS）と
VBSEC を組み合わせた方法は Wang Lei の方法（DSTBMA＋TSS＋VBSEC）と比べて、PSNR は
0.5dB 改善し、計算時間は 20％削減する結果が得られている。 
３章“Spatial Error Concealment”[空間的エラー隠蔽(SEC)]では、H.264/AVC デコーダを対象
として、空間的エラー隠蔽の新しいアルゴリズムを提案している。空間的エラー隠蔽問題での主な
課題は、データ欠損が起こったときに、フレーム内の情報を活用して、データ補間により正確な修
復を行うことである。現在までに、データ補間法として Bilinear 補間法、Directional 補間法、Best 
Neighborhood Matching 法が開発されたが、１つの補間法ではフレーム内の様々な種類のコンテン
ツの補間には不十分であり、いくつかの補間法をコンテンツに応じて適用する適応型補間法が




MB とスムーズ MB の３種類に分類し、夫々、Best Neighborhood Matching 補間法、Directional
補間法、Bilinear 補間法を適用している。Rongfu 法に比べて、PSNR が約１dB 改善され、Dimitris
法と比べて、約 1.5dB 改善されており、提案した手法の有効性を評価できる。 






可能であるが、１SEG においては、エラー発生による影響が後続のパケット内の全ての MB に及ぶた
め、1 つ前のフレームから修復に必要な MB を適切に選択することができず、データ修復が不十分と
なる。本論文では、修復を行う MB の優先順序を各ブロックの歪度を計算することで決める手法
(Distortion Base Order:DO)を考案し、Spatial Error Propagation(SEP)に基づいて、前フレーム
のブロックから最適なものを選択していることに特徴がある。１SEG に特化していない第２章の方法








（ICIP2004、ICME2003）。最近では Naghdinezhad により IIR( Infinite Impulse Response) フィ
ルターを使って、現在のフレームと前のフレームを重みづけして新しい参照フレームを作るという
GSCP 法が提案された（MMSP2010）。しかし、エラー耐性は向上したが、ビットレートが増加す
るという問題があった。本論文では元のフレームの MB を、デコーダで修復したと仮定した MB の
内容で置き換えて、フレームを新たに作成する方法を提案している。元のフレームとの類似性が高
いことのために、ビットレートは CIF フォーマットでエラー耐性は GSCP 法に比べて PSNR は最
良で 0.8dB 改善を行え、200Kbps のビットの削減が行えている。現在の JM ソフトウエア（Joint 
Model：画像圧縮のリファレンスソフトウエアであり、RM 機能は付加されていない）と比較して、
ビットレートはほぼ同じであった。エンコーダ設計時においてデコーダを考慮したシステムを考え
ており、今後、エラー耐性問題でデコーダとエンコーダを総合的に考える新しい方向を示している。    





よって本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。   
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